
　　※　収益・費用は消費税及び地方消費税を含まず、資本的収支は消費税及び地方消費税を含みます。

下水道使用料

1,168,126,476
他会計補助金

519,863,752

純利益

248,121,221

長期前受金戻入・

その他

297,292,408

維持管理経費

526,250,535

支払利息

112,150,777

減価償却費

1,029,779,875

人件費

68,980,228

下水道使用料などを収入とし、下水道施設を維持管理するた

めに必要な経費を中心とした営業活動の収益・費用です。

（単位：円）

使用者の皆さんから頂

いているお金です。

１年間に減少した施設

等の価値を費用に計上

したものです。

下水道施設を作る時に

借りたお金(企業債)の

収益・費用

汚水処理等に係る経費の

一部について一般会計か

ら補助されています。

汚れた水を処理するた

めの経費や、使用料を

徴収するための費用で

す。

支出

1,737,161,415

企業債

99,300,000

国庫交付金

115,500,000

他会計補助金

130,136,248

負担金

8,603,080

補償料収入

19,792,000

当年度分損益

勘定留保資金

523,243,351

当年度分消費税

資本的収支調整額

15,619,274
建設改良費

368,514,156

過年度分損益

勘定留保資金

408,260,446

企業債償還金

951,940,243 
下水道管の布設や、下水

道施設の改良のための費

用です。

企業債償還金等の一部に

ついて、一般会計から補

助されています。

建設改良工事で

基準を満たすも

のには、国から

交付金が交付さ

れます。

下水道施設の建設

改良をするために

借りたお金です。

収入

373,331,328

資本的収支

収支不足額

947,123,071

企業債償還金

の財源として、

過年度に利益

を積み立ててい

たものです。

下水道施設をつくるた

めに借りたお金の元金

返済分です。

老朽化した下水道施設、地震に強い下水道施設を整備した

り、新たに下水道施設を建設するなど投資的事業のために必

要な経費を中心とした収支です。

収支の不足額は、損益勘定留保資金などで補てんします。

支出

1,320,454,399

収入

1,985,282,636

≪令和4年度下水道事業≫

減価償却費等の実際には

現金の支出を伴わない費

用が損益勘定留保資金と

なっています。


